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令和４年度事業報告

令和４年中における県内の人身交通事故は、6,271件（前年比＋342件）発生し、負傷

者は7,699人（前年比＋456人）、死者数は91人（前年比＋11人）でした。

発生件数、負傷者数、死者数のいずれも前年と比較して増加し、死者数の全国順位は、

ワースト第９位と依然として上位となっております。また、高齢者の死者数が50人で、

全体の54.9％を占め、高齢者の死者数も全国ワースト第９位と厳しい状況が続いてます。

また、昨年度も前年に続き新型コロナウイルス感染症の感染予防対策が続けられ厳し

い業務運営が強いられた状況ではありましたが、「安全はゆとりの心とマナーから」を

スローガンに「会員事業所従業員による交通死亡事故の絶無」を活動の最重点目標に掲

げ、各種の交通安全対策を推進しました。

具体的内容は、次のとおりです。

第１ 協会における組織体制の強化

１ 総会、理事会及び会議等の結果については、必要事項を各地区に文書通知し、

運営の適正化及び一体的な事業の推進を図りました。

２ 交通事故防止情報誌「運転管理いばらき」（以下「機関誌」という。）により、

各種情報や執務資料等の末端浸透を図り、業務処理の適正化に努めました。

３ Ｆネットなどを利用し、死亡事故多発時等における抑止対策としての運転指導

依頼体制の確立や相互連携の強化を図り、業務運営の効率化に努めました。

４ 会員拡大強化期間（６～８月）を実施し、期間中７事業所の新規加入がありま

した。

第２ 会員事業所等における安全運転管理意識等の充実強化

１ 管理体制の強化

(1) 機関誌は各種事業報告はもとより交通事故防止のポイント、法令知識、交通事

故事例、各地区の活動報告、貸出し用交通安全啓発ＤＶＤを掲載し、運転管理の

ための資料提供に努めました。

(2) 安全運転中央研修所への入所推奨を図るため、入所者に対する助成を行いまし

た。

２ 運転管理の徹底

(1) 歩行者等の交通事故防止対策の推進

昨年、県を挙げて実施した歩行者交通事故防止施策「その手で合図！止まって

くれてありがとう大作戦」を推進し、機関誌及びメール配信、協会ホームページ

等により横断歩行者保護の啓発を図りました。

また、歩行者の交通事故防止に活用してもらうため、靴用反射材を茨城県母の
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会連合会に寄贈しました。

(2) 自転車の安全利用対策の推進

本年４月１日に、自転車の乗車用ヘルメット着用が努力義務になることから、

茨城県警察本部と協力して「自転車安全利用推進事業所」を認定し、自転車の安

全利用と交通死亡事故防止を推進しました。

３ 交通安全マインドの高揚

(1) 機関誌、広告等により「運転中のマナーアップ運動」の周知徹底を図ることを

各事業者にお願いし、従業員の交通安全意識の高揚に努めました。

(2) 機関誌に、表彰受賞された「交通安全優良事業所」における交通安全諸活動を

紹介したり、道路交通法改正内容等についての記事掲載を積極的に行い、会員事

業所への末端浸透を図り、交通安全意識の高揚・啓発に努めました。

(3) 新入社員、青少年運転者等を対象とした運転適性検査については、県事務局実

施者（有資格者）を４人体制で推進するとともに、同検査時に交通安全講話を積

極的に実施するなど安全運転意識の高揚を図りました。

４ 運転中のマナーアップ運動の推進

令和４年４月１日から令和５年３月31日までの年間運動として、運転中は、「歩

行者等の保護・携帯電話機等の使用禁止・全席シートベルト（チャイルドシートを

含む）の着用」とする運転中のマナーアップ運動を推進するため、機関誌に運動重

点等を掲載し、会員事業所への交通安全意識の高揚・啓発に努めました。

５「無事故無違反チャレンジ安管いばらき２０２２」の実施

令和４年７月1日から10月31日までの４か月間実施、110事業所から402チーム

（2,010名）が参加し、内369チームが無事故無違反を達成しました。

６ 第33回安全運転競技大会の開催中止

令和４年11月７日（土）に茨城県警察運転免許センターにおいて開催を予定して

ましたが、新型コロナウイルス感染拡大のため中止しました。

７ 事業所における交通事故防止対策の推進

事業所における交通事故防止対策として、交通安全啓発ＤＶＤ２枚を新たに購入、

全51枚を整備しました。機関誌等を通じて広報し、県下の会員事業所に対する無料

貸出しを行い、事業所職員の事故防止に努めました。

８ スケアード・ストレイト交通安全教室の開催

昨年度は、コロナウイルス感染拡大のため令和３年度から延期になった２回を含

め、計５回実施しました。

第３ 運転適性検査の実施

各地区毎に実施目標を定め、各地区協議会及び警察と連携して運転適性検査の計

画的実施に努め、令和４年度は1,196名に実施しました。
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また、会員事業所から、運転適性検査の実施要望に応えるために、11月29日～30

日に受講者31名を集めて「運転適性検査・指導者資格認定講習会」を開催し、指導

資格者の育成を図りました。

第４ 表彰等の実施

令和４年度中の受賞者は次のとおり。

１ 全日本交通安全協会関係表彰

(1) 緑十字金章（令和５年１月18日） １名

(2) 第63回交通安全国民運動中央大会（令和５年１月18日）

・ 交通安全優良事業所 ２事業所

・ 優良安全運転管理者協議会 １協議会

(3) 交通栄誉章 緑十字銅章（令和４年10月１日）

・ 交通安全功労者 ３名

・ 優良安全運転管理者 １名

２ 関東安全運転管理者協議会連合会関係表彰（令和４年10月21日）※表彰式中止

・ 交通安全功労者 １名

・ 優良安全運転管理者 ４名

・ 優良運転者 ３名

・ 交通安全優良事業所 ５事業所

・ 優良安全運転者協議会 １協議会

３ 茨城県交通対策協議会関係表彰（令和４年11月９日）※表彰式縮小開催

・ 交通安全功労者 １名

・ 交通安全ポスター作品コンクール（安管会長賞） ６名

４ 茨城県安全運転管理協会関係表彰

(1) 表彰規程に基づく表彰（令和４年５月27日）

○ 警察本部長・県会長連名表彰

・ 交通安全功労者 ３名

・ 優良安全運転管理者 ９名

・ 優良運転者 ６８名

・ 優良事業所 １６事業所

(2) 無事故無違反チャレンジ安管いばらき2021関係表彰

（令和４年５月27日）

ア 警察本部長・県会長連名表彰

・ 最優秀地区安全運転管理者協議会 １協議会

・ 最優秀事業所 １事業所

・ 最優秀チーム １チーム
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イ 県会長表彰

・ 優秀事業所 １０事業所

・ 優秀チーム ３０チーム

・ 達成チーム ３４６チーム

(3) 優良地区安全運転管理者協議会（令和４年６月27日）

警察本部長・県会長連名表彰 ４地区協議会

(4) 会員拡大優良地区協議会褒賞（令和４年５月27日）

・ 強化期間（令和３年６月１日～８月31日） ５地区協議会

・ 年間 １地区協議会

(5) 会費完納地区協議会褒賞（令和４年６月27日）

・ 年間 １１地区協議会

第５ 会議等の開催及び他機関開催会議への出席

次のとおり開催し、業務の適正な運営と事業活動の推進を図った。

１ 県安管関係会議等の開催

・ 総会 １回(R4.6.27）

・ 理事会 ２回(R4.5.27、R5.2.21）

・ 正副会長会議 ３回(R4.5.19、R4.9.27、R5.1.25）

・ 監事監査 １回(R4.5.11）

・ 税理士監査 １回(R4.4.18）

・ 事務担当者会議 １回(R4.4.22)

２ 各種会議等への出席

他機関等が開催した次の会議に出席し、連携の強化と業務の効率的な推進を図っ

た。

(1) 上部団体関係

ア 全日本交通安全協会関係

・ 全国安全運転管理者協（議）会専務理事等会議 １回（R4.10.5）

・ 第63回交通安全国民運動中央大会 １回（R5.1.17～18）

イ 関東安管連合会関係

・ 総会 開催中止

・ 専務理事会議 １回（R5.9.8～9）

・ 理事会及び表彰式 開催中止

・ 合同主務者会議 １回（R5.11.8）

(2) 県内交通諸団体関係

・ 茨城県交通対策協議会幹事会 書面会議
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・ 茨城県交通対策協議会委員会 書面会議

・ 茨城県公共交通活性化会議総会 書面審議

・ チャレンジいばらき県民運動総会 １回（R4.5.26）

・ 高速安協役員会 １回（R4.7.15）

総会 書面決議（R4.8.3）

キャンペーン ３回（R4.4.9、R4.7.23、R4.12.4）

・ 交通安全母の会

総会 １回（R4.6.3）

交通安全キャラバン隊 １回（R4.10.20～21）

後継者リーダー研修会 １回（R5.1.31）

・ 全国交通安全運動 ２回（R4.4・R4.9）

・ いばらきシルバー交通安全情報ネットワーク協議会会議 １回（R5.2.13）

・ 茨城県交通安全ポスター作品審査会 １回（R4.9.26）

・ 茨城県交通安全県民大会・功労者表彰式 １回（R4.11.9）縮小開催

・ 茨城県移動性・安全性向上委員会（国交省） ２回(R4.8.30、R5.2.27)

第６ その他

平成13年以降右肩下がりで続いている会員事業所の減少への対策として、平成27

年度から会員事業所拡大強化期間を設定するなど、年間を通じて会員事業所拡大活

動を推進してきました。

しかし、新型コロナウイルスの影響もあって退会会員事業所も170あり、全体で

は159事業所の減少と会員事業所の減少が続いています。

従いまして、今後も会員事業所拡大活動及び事業見直し等を継続する必要があり

ます。


